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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 宮城県富谷高等学校                        

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒９８１－３３４１ 

      宮城県黒川郡富谷市成田 2丁目１－１                               

  E-mail info@tomiya-h.myswan.ne.jp                   

  Website http://www.tomiya-h.myswan.ne.jp/                      

  児童生徒数  男子 351名   女子 469名  合計 820 名 

        児童・生徒の年齢 15歳～18歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

  

本校は「人文」「国際」「理数」の３コースを有する普通高校です。学校全体

で「国際理解教育」を推進しつつ，コースごとにテーマを設けてＥＳＤの推進に

努めています。 

 

○学校全体としての取組【国際理解教育】 

 （ア）One Day English Camp ８月１日（月） 

    英会話学校の講師派遣により、５名のＡＬＴを招き，集中して英語体験

や異文化を学び、発表する企画。約 20名の生徒が参加した。 

 

 （イ）国際理解講演会 １０月２７日（木） 

元青年海外協力隊（派遣先：グアテマラ）の太田 旭さん（栄養士）を

招いた，貧困や格差に関する問題について考える講演会を実施。 

 

○コースごとの取組 

 《人文コース》【平和・人権】 

 （ア）ＥＳＤ講演会 ７月１２日（火）５・６校時「難民問題」 

講師に AAR Japan「難民を助ける会」でプログラムマネージャーの穗積 
武寛氏をお迎えし、人文コース１・２年生２４０名を対象にシリアの
難民問題について考える講演会を実施。 

（イ）修学旅行 １２月１日（木）～４日（土） 

     広島に赴いて平和教育を行い，関西地方にて伝統文化に触れる経験を

持った。 

 

《国際コース》【異文化理解】 

（ア）ESD講演会 ７月４日（月）５・６校時「アフリカンドラム演奏」 

アフリカの民族楽器の演奏を行う団体ドラムカフェを招き，アフリカ
の文化を学び、ジェンベ演奏の体験を実施。 

（イ）修学旅行 １１月３０日（水）～４日（土） 

     台湾に赴き，異文化に触れる経験を持った。また、台南市の興國高級

中学を訪問し、授業体験を実施。 

 

 《理数コース》【環境・科学】 

 （ア）ＥＳＤ講演会 ６月３０日（木）５・６校時「インターネットの仕組み」 

講師に東北学院大学工学部電気情報工学科の林優一先生を迎え，身近
に使われている先端技術に関する講演会を実施。 

 （イ）修学旅行 １２月１日（木）～４日（日） 

     関西方面に赴き，最先端科学に触れる経験を持った。 

 

○その他の取組 

 （ア）修学旅行ポスターセッション 

     修学旅行で得た学びを１年生につなぐためのプレゼンテーション。 

 （イ）富谷アルカスの活動 
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     地元警察と連携した，生徒会執行部による地域防犯安全運動の推進。 

 （ウ）ボランティア活動 

     部活動単位で，年間を通じたボランティア活動の積極的実践。 

 

（エ）アートマイルプロジェクト 

    今年度はカナダの Alexander Secondary School と協働で壁画を作成。 

 

（オ）ユニクロ主催の『服のチカラ』プロジェクト 

    ポスター作成や文化祭を利用して子供服を回収し、難民で着る服に困

っている子供たちを助ける活動に参加。 

 

（カ）AAR Japan「難民を助ける会」のチャリティーグッズ販売 

    文化祭期間を中心に教職員、保護者、生徒、来校者向けにチャリティ

ー商品を販売 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


